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百 寿 苑 市 姫 荘
1 火 一般 ★ E
2 水 波松
3 木 一般
4 金 ★本荘 D
7 月 一般 クラブ活動
8 火 一般 ★ C
9 水 北潟・浜坂 ★金津

10 木 一般 A
11 金 ★新郷
14 月 山方・里方・温泉 B
15 火 一般 ★ F
16 水 本荘 E
17 木 一般 D
18 金 ★北潟・浜坂
24 木 一般 クラブ活動
25 金 ★波松
28 月 山方・里方・温泉 C
29 火 一般 ★ A
30 水 新郷 F

　今年の金津まつりは蒸し暑かったですね。取材中あまりの暑さにフラ
フラになっていたところ、地域の方が見かねてお菓子や飲み物をくださ
いました。おかげで一日撮影を乗り切ることができ、優しくしてくださ

った皆さんに感謝しています。それにしても、あの暑さの中笑顔で踊ったり、太鼓
を演奏したりする山車番の皆さんには、尊敬の念を隠せません。( ゆ )
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スマートフォン

９月の老人福祉センター利用日

★は通所事業です。クラブ活動日は入浴できません。
　市姫荘利用地区の内訳は次のとおりです。
Ａ　伊井・清間・矢地・菅野・南稲越・河原井手・

池口
Ｂ　古屋石塚・桑原
Ｃ　中川・東田中・瓜生・南疋田・北疋田・次郎丸・

御簾尾・北野・北・前谷・上野・剱岳地区
Ｄ　笹岡・熊坂・下金屋・畝市野々・牛ノ谷・

名泉郷
Ｅ　滝・青ノ木・宮谷・坂口・蓮ケ浦・細呂木・橋屋・

樋山・細呂木駅前・吉崎地区
Ｆ　山西方寺・柿原・山十楽・指中・沢・嫁威・

日の出・清王
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氏　名

吉田　壮冴

太子堂広佳

渡辺　うた

荒谷ふうり

岡崎　泰三

宇城　史織

山越　稜也

加納　綾真

蔦村　湊人

藤井のぞみ

川島　優奈

藤田　悠生

柴山　心優

伊藤　治太

小林　大翔

三上　瑠々

伊藤あかり

山田　伊織

　  

メール配信サービス
　防災・若者就活支援・子育て情報のほか、
ねっと de あわらの更新情報などをメールで
配信していますので、ぜひご登録ください。
※ パソコンでの登録方法は、市のホームページを

ご覧ください。
※ 迷惑メール対策で「受信拒否」の設定を行って

いる場合は、次のドメインを受信できるよう設
定してください。
● @otokunet.jp　● @city.awara.lg.jp

災害情報テレフォンサービス
　聞き取りにくかった防災行政無線の内容を確認できます。

☎ 0180-99-7000（自動案内）

第 21 回　あわら温
おんせん

泉

　あわら市
し

の名
な

前
まえ

の由
ゆ

来
らい

にもなっているあわら温
おんせん

泉。明
めい

治
じ

16 年
ねん

９月
がつ

９日
か

（新
しんれき

暦では 10 月
がつ

９日
か

）に偶
ぐうぜん

然発
はっけん

見された
んだ。お百

ひゃくしょう
姓さんが、田

た
んぼに水

みず
を引

ひ
くための井

い ど
戸を掘

ほ
っ

ていたら、水
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じゃなくて温
おんせん

泉が噴
ふ

き出
だ

したんだって。面
おもしろ

白いと思
おも

わない？
　温
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で
たことが知

し
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わた
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いた
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ところ
で井

い ど
戸が掘

ほ
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ねん
後
ご

には 140
軒
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浴
よく

施
し

設
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てられたと伝
つた
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井
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ほ

って汲
く

み上
あ
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おんせん
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れてしまうかも知
し
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ら、発
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後
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の明
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治
じ

19 年
ねん

に、福
ふく

井
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定区
く

域
いき

内
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では井
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戸を掘
ほ

ることを禁
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止
し

したんだ。このときから、あわら温
おんせん

泉の井
い
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ど

、つまり泉
せんげん

源
は、74 本

ほん
と決

き
められているよ。これらの泉

せんげん
源は、旅

りょかん
館やセントピアあ

わら、芦
あし

湯
ゆ

などの施
し

設
せつ

ごとに管
かん

理
り

されていて、それぞれ温
おんせん

泉の成
せいぶん

分が微
び

妙
みょう

に違
ちが

っているんだ。みんな入
はい

っていてわかるかな？
　今
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から 59 年

ねんまえ
前の昭

しょう
和
わ

31 年
ねん

には、旅
りょかん

館 16 軒
けん

、民
みん

家
か

309 戸
こ

が全
ぜん

焼
しょう

するという芦
あ
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わら
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あ

わせて
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興に取
と

り組
く

んだおかげで、現
げんざい

在のような温
おんせんがい

泉街ができたんだ。
　今

こ
年
とし

は開
かいとう

湯 130 周
しゅう

年
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き

念
ねん

して、８月
がつ

６日
か

から 12 月
がつ

13 日
にち

まで、
130 日

にちかん
間にわたるロングランイベントが、温

おんせんがい
泉街や金

かな
津
づ

本
ほんじん

陣にぎわい広
ひろ

場
ば

などで行
おこな

われているけれど、みんなもこのイベントにどんどん参
さん

加
か

し
て、お祭

まつ
りを盛

も
り上

あ
げてね。

◆「声の広報」のテープをご希望の人は、
あわら市社会福祉協議会（☎ 73-2253）へ

　
先
月
、
あ
る
月
刊
誌
に
『
満

州
の
墓
標
～
お
町
は
日
本
の
女

で
ご
ざ
い
ま
す
』
と
い
う
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
お
町
と
い
う
の
は
明

治
35
年
に
吉
崎
近
く
に
生
ま

れ
、
そ
の
後
、
井
江
葭
の
道
官

家
の
養
女
に
な
っ
た
道
官
咲
子

さ
ん
の
こ
と
で
す
。

　
終
戦
間
際
に
日
ソ
中
立
条
約
を

破
っ
て
満
州
に
侵
攻
し
た
ソ
連
軍

の
残
虐
は
有
名
で
す
。
こ
の
物
語

は
、
さ
ら
に
そ
こ
に
中
国
共
産
党

八
路
軍
と
国
民
党
軍
が
入
り
乱
れ

た
満
州
の
安
東
を
舞
台
に
し
た
悲

劇
で
あ
り
、
ま
た
、
多
く
の
日
本

人
を
救
っ
た
お
町
さ
ん
の
涙
と
感

動
の
悲
話
で
す
。

　
こ
の
話
は
今
か
ら
29
年
前

に
、
作
家
の
長
瀬
正
枝
さ
ん
が

そ
の
著
書
『
お
町
さ
ん
』
で
紹

介
し
た
の
が
最
初
で
す
。
そ
こ

に
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す

気
ま
ま
？

　
よ
も
や
ま
!?

　
あ
り
の
ま
ま
!!

第
94
話　

お
町
さ
ん

市
長
コ
ラ
ム

が
、
お
町
さ
ん
、
す
な
わ
ち
道

官
咲
子
さ
ん
の
慰
霊
碑
が
昭
和

31
年
に
生
ま
れ
故
郷
の
吉
崎
近

く
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
お
町

さ
ん
の
慰
霊
碑
は
、
形
が
似
て

は
い
ま
す
が
お
墓
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
お
町
さ
ん

は
昭
和
21
年
９
月
に
八
路
軍
に

銃
殺
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
お
町
さ
ん
が
同
胞
の
女
性
た

ち
を
前
に
説
得
し
た
「
一
寸
切

ら
れ
る
の
も
二
寸
切
ら
れ
る
の

も
同
じ
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す

か
」
と
い
う
言
葉
が
胸
に
刺
さ

り
ま
す
。
戦
後
70
年
の
夏
、
私

た
ち
は
お
町
さ
ん
を
知
る
べ
き

と
思
い
ま
す
。

リサイクルバンク

　ゆずりたい物・ゆずってほしい物がある人は、

ご連絡ください。

《ゆずります》

エレクトーン、自転車用子ども乗せ（前用）

問合せ　市民生活課　☎ 73-8017

喜びと幸せを肌で感じて
　どこにいても地元に貢献できる仕事がしたいと思い、最初
は旅行会社に就職しました。あわらを外から見る機会を得て、
先進地で観光資源の掘り起こしや県外への発信方法などを学
ぶことができました。今年の北陸新幹線開業や数年後の福井
国体・オリンピックの開催などにより、あわらも変化が求め
られる中、戻るなら今だと思い、地元に帰ってきました。
　市民と連携した観光産業やまちづくりがあわらの魅力。海
外からの観光客の増加など新しいニーズにも対応しながら、
お客さまや社員、地元の皆さんの喜ぶ顔や幸せ
な顔が見られるように笑顔で頑張ります。

インタビューの完全版や企業の採用情報、企業の
掲載依頼方法は、市のＨＰをご覧ください →

グランディア芳泉　営業部　部長

株式会社 グランディア芳泉　（あわら市舟津 43-26）

◆ 採用情報 ◆　問合せ　☎ 77-2555

問合せ　観光商工課　☎ 73-8030

　市内で働いている皆さんに、自分
の職場を紹介していただきます。
　また、掲載企業も募集しています。

　昭和 38 年創業の温泉旅館です。お
客さまとの感動共有を大切にし、「行っ
てみたい旅館」から「また行きたい旅
館」を目指してお客さまをお迎えして
います。

　旅館はお客さまの喜びや幸せを直接見られる場所です。感動
する喜びを、自らの成長につなげていける人を募集しています。

山
や ま ぐ ち

口　高
た か ず み

澄  さん（27）

　大学で経営を学び、旅行会社勤務を
経て、３年前あわらに帰る。営業一筋
で、月に 130 余りの法人・企業など
を訪問する。ＡＫＢ（ＡＷＡＲＡ　Ｋ
ＡＮＫＯ　ＢＯＹＳ）のメンバー。
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